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Figure 1. Immunohistochemisty for beta-amyloid peptides (a) and phosphorylated tau (b). Beta-amyloid peptides訂edeposited in senile 









































化合物の代表的なものに， Chrysamine-G， BSB， X・34
















































その結果， 2-スチリルベンゾキサゾール (3a--3d) 
を収率よく合成することができた。この反応の反応条件



















b: H N(CH3)2 
c : OCH20CH3 H 
d: OCH20CH3 N(CH3)2 
e:OH H 










Dimethyl sulfoxide (DMSO) に溶解し，蛍光光度分
析装置(目立 F-4000) を用いて測定した。その結果，
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緩衝液 (pH7.4 ; PBST)中に，組織標本を浮遊させた。
そこに， 1-100μglmlの濃度となるように化合物を加え，
室温で30-60分反応させた。反応後，組織標本を PBST
で5分ごとに 3回， 50 mM-TrisHCl (pH 7.6)で 1回洗
浄した。組織標本をゼラチンコートしたスライドグラス
にのせ，乾燥後にグリセオール液で封入した。倒立型蛍





















によ って異なり，検討した範囲では 2-スチリルベ ンゾ
キサゾール (3f)が最も結合能に優れていた。2-スチリ
ルベンゾキサゾール (3f)は Excitationの最大値は， 352 
nmで， Emissionの最大値は， 492 nmの蛍光特性をも
つことから， thioflavin S染色剤と同様に，固定病理脳標
Figure 2. Binding of 2・syrylbenzoxazolederivative (3f in schema 1) toseni1e plaques at the concentration of 0， 8， 16， 64μglrnl. 
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Figure 3. Binding of 2-syrylbenzoxazole derivatives 3a (司，3b (b)， 3f(c) and 3e (d) at the concen凶 tionof 10μglm1. Note that 2-syrylbenzoxazole 
derivative 3f binds to not on1y senile plaques but also neurofibrillary tangles (arrows in c). 
本における老人斑検出用の診断薬として使用が可能であ
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